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町

②学校と地域
の課題

03 学校支援
ボランティア
の確保・育成

学校が必要と考える支援内容
と地域が提供可能な内容に差
異があり、学校での展開につ
ながりにくい。

学校と地域におけるニーズとシーズの見え
る化に取り組み、地域においてより多くの
内容が提示できるよう地域人材の共有を
図る。

広報やホームページで広く募集をかけたほ
か、会議や各種集会においても周知を行っ
た。

学校活動を支援する地域住民
を増やすことで、多様な内容取
組を可能とする。

学校応援ボランティ
ア等に係る個人・団
体の登録数

34 件 40 35

02　本年度
の目標値を
下回り、取
組の工夫・
改善が求め

られる

高齢者の登録除籍が多く、登録数は減となった。なお、１年
を通じて活用されないリストもあることから、今後は実際に
活用されやすいリスト作りに努める必要がある。

betsukai.jp

01691別海
町

③学校と家庭
の課題

02 放課後等
における多様
な体験活動

学校と家庭の往復になりがち
な環境にあるへき地児童に対
し、放課後においても利用可
能な居場所が必要な状況にあ
る。

地域において児童の放課後活動の必要性
の理解の促進。地域人材の確保。

各地域のコーディネーター等と放課後の居
場所づくりや人材の確保の課題について、
相互理解を深めるための協議を行った。

地域住民が主体となった放課後
等の活動の実施することを通し
て、子どもの多様な体験活動が
推進される。

放課後子供教室参
加者割合

38 ％ 43 56

02　本年度
の目標値を
下回り、取
組の工夫・
改善が求め

られる

想定より多くの参加率となり、様々なへき地児童にとっては
有用な事業となった。また、新たな地域で放課後子供教室
を開設することができたことから、今後も地域の協力を得な
がら安定した事業展開を行っていくことが必要である。

betsukai.jp
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